
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

講義内容 試験内容 

講義時間：各 90 分 
試験時間 

択一 60 分/論述 90 分 

 

①森林管理士の役割 

②日本の森林の現況 

③森林科学概論 

④育林学 

⑤森林生態学 

 

⑥森林と地球温暖化 

⑦木質バイオマス論 

⑧森林セラピー論 

⑨森林・林業の課題 

⑩危険木判定の方法 

①択一試験 

養成講座から出題 

②論述試験 

 ・森林の維持管理分野 

 ・生物の多様性分野 

 ・癒しの森づくり分野 

・森林ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ分野 

より 2 題選択 

環境教育等促進法に基づく環境大臣・農林水産大臣人材認定事業 

【商標登録番号 第 5149694 号】 

受 講 資 格 

森林ボランティア活動に 5 日以上

参加経験（下刈り・枝打ち・間伐・

除伐経験を含む）等の資格認定委員

会規定による。 

受 講 手 数 料 

￥３５,０００ 

   (教材費・保険料・食費・交通費 

   は含まれていません)  

〈実技講習免除制度〉 

 ￥３０,０００ 

  (森林組合職員・チェンソー・刈り払機

   指定講習修了者等は、実技講習が 

   免除されます) 

申 込 の 受 付 

平成 30 年 1 月 15 日 

～ ２月２８日 

郵送(簡易書留)または宅急便 

詳細はﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞをご確認ください。

座学講座日程・会場

平成 30 年 3 月 23 日（金） 

     ～ ３月２５日（日）（予定）

初日・2 日目：9:30～16:50 

３日目 9：30～16:45（試験あり） 

会場：宇都宮大学農学部 峰校舎 

(栃木県宇都宮市峰町 350 地内) 

※実技講習は別途２日間あります。 

受講手続きに必要なもの 

① 森林管理士養成講座受講申込書 

② 取得資格・業務経歴書 

③ 機器講習修了証の写し 

④ 受講手数料振込み書の写し 

⑤ 写真×2 枚 

⑥ 返信用ハガキ 1 枚 

■ 森林管理士は・・・ 

森林の持つ公益的機能と良質な木材の永続的生産との調和を図り、

森林の健全な管理を行う専門家です。 

時代の要請に応えるため、森林経営計画の作成、危険木の目視による

調査手法、癒し効果を発揮する森づくり、地球温暖化防止のための森林

の役割、森林の二酸化炭素吸収量の測定方法等のカリキュラムを中心に

森づくりの第一線で活躍できる人材を育成しています。 

■ 資格を取得するには・・・ 

当団体が実施する資格養成講座を受講し認定試験に合格後、登録する

ことで「森林管理士」の称号が付与されます。（但し、規程で定める実

技講習を修了することが必要です。） 

【森林管理士は NPO 法人日本樹木育成研究会が認定する民間資格です】 

〒320-0036 栃木県宇都宮市小幡 2-4-5 光ビル４F 
 
 
 
 
http://www.jumoku.net  TEL：028-625-2719 
E-Mail：npo@jumoku.net   FAX：028-622-9913 

NPO 法人 日本樹木育成研究会 
森林管理士資格認定委員会事務局 


